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成田空港活用協議会の事業期間の延長について 

 

 

○事業期間 

一定の活動期間を設定し、集中的に事業を行うため事業期間を５年間延長する。 

（平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日） 

 

（理由） 

  ３０万回化の合意以降の大きな環境の変化を踏まえて、国際空港の立地を活か

した経済活性化の可能性の拡大に対応するため。 

 

 

（３０万回化の合意以降の大きな環境の変化） 

・訪日外国人旅行客の飛躍的な増加やＬＣＣの就航による航空需要の増大 

・第三滑走路の整備をはじめとした成田空港の機能拡充に向けた新たな動き 

・圏央道（大栄－松尾横芝間）の年度内着工などの高速道路網の整備進展の動き 

 

 

  

議案第１号 
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規約の改正について 

成田空港活用協議会規約（改正案） 

 

 

（名 称） 

第１条 この会は、成田空港活用協議会（以下「協議会」という。）という。 

 

（目 的） 

第２条 協議会は、成田空港を活用した経済活性化の可能性の拡大を受け、  

成田空港の更なる成長の促進と会員自身の事業あるいは施策の推進に資する

諸事業を、会員相互の連携及び協働のもとに実施することにより、本県経済

の活性化に寄与することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）成田空港を活用した経済活性化に資する事業 

（２）成田空港を利用する人流・物流の拡大に資する事業 

（３）会員相互の情報共有に関する事業 

（４）その他目的達成に必要な事業 

 

（構 成） 

第４条 協議会は、経済団体、事業者団体（観光、産業、交通その他の団体）、 

企業、地方自治体など、第２条の目的に賛同する団体、企業等（以下「会員」 

という。）をもって構成する。 

 

（会 員） 

第５条 協議会の会員になろうとする者は、会長の定めるところにより申し込

みをし、その承認を受けなければならない。 

２ 協議会から退会しようとする者は、会長の定めるところにより退会を申し

出なければならない。 

３ 会長は、会員のほかに、協議会の事業実施にあたり協力を得るための団体

（「協力団体」という。）を指名することができる。 

 

（会費等） 

第６条 会員は、負担金又は会費を支払うものとし、その金額は、各年度の総

会において定める。 

２ 前条第２項の規定により退会した会員が既に納入した会費は、これを返還

しない。 

 

 

議案第２号 
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（役 員） 

第７条 協議会に次の役員をおく。 

（１）会長    １名 

（２）特別顧問  １名 

（３）副会長   ５名以内 

（４）監事    ２名 

 （５）参与    若干名 

 

（役員の任務） 

第８条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 特別顧問は、協議会の事業に資する助言等を行う。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名  

する副会長がその職務を代行する。 

４ 監事は、協議会の会計及び業務執行状況を監査する。 

５ 参与は、協議会の事業に関し専門的見地から助言等を行う。 

 

（役員の選任） 

第９条 会長、副会長及び監事は総会において選任する。 

２ 特別顧問は千葉県知事の職にある者をもって充てる。 

３ 参与は会長が指名する。 

 

（任 期） 

第１０条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 役員に欠員が生じたときは、その後任の職にある者をもって充て、その任期

は前任者の残任期間とする。 

 

（会 議） 

第１１条 協議会の会議は、総会及び幹事会とする。 

 

（定足数） 

第１２条 会議は、総会においては会員、幹事会においては幹事の過半数の出席

がなければ開会することができない。 

 

（議 決） 

第１３条 会議の議事は、出席者の過半数の同意をもって決する。 

 

（表決委任） 

第１４条 やむを得ない理由のため会議に出席することのできない会員又は幹

事は、表決を委任することができる。この場合において、前２条の規定の適

用については、出席したものとみなす。 
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（総 会） 

第１５条 総会は会長が招集し、次の事項を議決する。 

（１）事業計画及び収支予算 

（２）事業報告及び収支決算 

（３）規約の制定及び変更 

（４）その他重要事項 

２ 総会の議長は、会長がこれにあたる。ただし、会長が欠席の場合は、    

副会長のうちあらかじめ会長が指名する者が議長となる。 

 

（幹事会） 

第１６条 総会の決定した方針、事業計画等に基づき協議会の運営を行うため、

幹事会をおく。 

２ 幹事会は、幹事をもって構成し、幹事は会長が指名する。 

３ 幹事の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 幹事長は、幹事の互選により選任する。 

５ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 

６ 幹事会は、次の事項を議決する。 

 （１）総会に提出する議案 

 （２）総会によって議決された事項の実施に関する事項 

 （３）その他会長が必要と認めた事項 

７ 幹事長が必要と認めた場合は、関係者の出席を求め、意見を聴取することが

できる。 
   

（部 会） 

第１７条 協議会に、第３条に掲げる事業の円滑な実施に資するため、部会を

設ける。 

２ 部会の組織及び運営は、幹事会の意見を聞いて会長が定める。 
 

（庶 務） 

第１８条 協議会の事務を処理するため、千葉市内に事務局をおく。 

２ 事務局に、事務局長その他の職員をおき、事務局長は、会長が指名する者を

もって充てる。 
 
 

（専決規定） 

第１９条 事業遂行上急を要する事項については、事務局長の報告を受け会長が

専決できる。 

２ 前項の規定による専決事項については、速やかに幹事会で報告しなければ 

ならない。 
 
（資 金） 

第２０条 協議会の経費は、負担金、会費及びその他の収入をもって充てる。 
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（会 計） 

第２１条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わ

るものとする。 
 

（事業期間） 

第２２条 協議会の活動期間は、平成３５年３月３１日までとする。 

 

（補 則） 

第２３条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会

長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規約は、設立の日（平成２５年７月３１日）から施行する。 

２ 協議会設立前において、協議会設立のために、（仮称）成田空港活用協議会

設立準備事務局（以下「準備事務局」という）が支出した経費については、

協議会の支出とみなし、その会計は協議会が引き継ぐものとする。 

３ 協議会の設立発起人となった者、準備事務局に会員申込書を提出した者は、

第５条の規定にかかわらず会員となる。 

４ 設立時の会計年度は第２１条の規定にかかわらず、設立の日から翌年の３

月３１日までとする。 

附 則（平成２７年５月１２日改正） 

 この規約の変更は、平成２７年５月１２日から施行する。 

附 則（平成２９年１１月２７日改正） 

この規約の変更は、平成２９年１１月２７日から施行する。 

ただし、第２条及び第３条については、平成３０年４月１日から適用する。 
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成田空港活用協議会規約 新旧対照表 

成田空港活用協議会規約（改正）案 成田空港活用協議会規約（現行） 

（名 称） 

第１条 この会は、成田空港活用協議会（以下「協議会」という。）

という。 

 

（目 的） 

第２条 協議会は、成田空港を活用した経済活性化の可能性の拡大を

受け、成田空港の更なる成長の促進と会員自身の事業あるいは施策

の推進に資する諸事業を、会員相互の連携及び協働のもとに実施す

ることにより、本県経済の活性化に寄与することを目的とする。 

 

 

 

（事 業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）成田空港を活用した経済活性化に資する事業 

（２）成田空港を利用する人流・物流の拡大に資する事業 

 

 

 

 

（３）会員相互の情報共有に関する事業 

（４）その他目的達成に必要な事業 

（名 称） 

第１条 この会は、成田空港活用協議会（以下「協議会」という。）

という。 

 

（目 的） 

第２条 協議会は、３０万回化を受けた成田空港の新しい動きを本県

経済の活性化につなげることを目指した「グレード・アップ『ナリ

タ』活用戦略会議」の提言を実現するため、成田空港からの人・物・

財の流れを県内に取り込み、また、成田空港を成長させるための 

諸事業を実施することにより、本県経済の活性化に寄与することを

目的とする。 

 

（事 業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）国内線利用者の県内観光の推進に資する事業 

（２）インバウンド県内観光の推進に資する事業 

（３）成田空港発の県内企業ビジネスの創出に資する事業 

（４）ナリタファンの拡大に資する事業 

（５）OUR AIRPORT としての利用促進に資する事業 

（６）成田空港の利便性向上に資する事業 

（７）会員相互の情報共有に関する事業 

（８）その他目的達成に必要な事業 
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（第４条から第２１条 略） 

 

（事業期間） 

第２２条 協議会の活動期間は、平成３５年３月３１日までとする。 

 

 

（第２３条 略） 

 

附 則 

１ この規約は、設立の日（平成２５年７月３１日）から施行する。 

２ 協議会設立前において、協議会設立のために、（仮称）成田空港

活用協議会設立準備事務局（以下「準備事務局」という）が支出し

た経費については、協議会の支出とみなし、その会計は協議会が引

き継ぐものとする。 

３ 協議会の設立発起人となった者、準備事務局に会員申込書を提出

した者は、第５条の規定にかかわらず会員となる。 

４ 設立時の会計年度は第２１条の規定にかかわらず、設立の日から

翌年の３月３１日までとする。 

附 則（平成２７年５月１２日改正） 

 この規約の変更は、平成２７年５月１２日から施行する。 

附 則（平成２９年１１月２７日改正） 

この規約の変更は、平成２９年１１月２７日から施行する。 

ただし、第２条及び第３条については、平成３０年４月１日から 

適用する。 

 

（第４条から第２１条 略） 

 

（事業期間） 

第２２条 協議会の活動期間は、平成２５年度から平成２９年度まで

の５か年とする。 

 

（第２３条 略） 

 

附 則 

１ この規約は、設立の日（平成２５年７月３１日）から施行する。 

２ 協議会設立前において、協議会設立のために、（仮称）成田空港

活用協議会設立準備事務局（以下「準備事務局」という）が支出し

た経費については、協議会の支出とみなし、その会計は協議会が引

き継ぐものとする。 

３ 協議会の設立発起人となった者、準備事務局に会員申込書を提出

した者は、第５条の規定にかかわらず会員となる。 

４ 設立時の会計年度は第２１条の規定にかかわらず、設立の日から

翌年の３月３１日までとする。 

附 則（平成２７年５月１２日改正） 

 この規約の変更は、平成２７年５月１２日から施行する。 

 （追加） 
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役員の選任について 

成田空港活用協議会役員（案） 

（任期：平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日） 

 

会 長    

石 井 俊 昭（（一社）千葉県商工会議所連合会会長） 

 

副会長 

佐久間  利（千葉県経済同友会代表幹事） 

木 本 憲太郎（（一社）千葉県経済協議会会長） 

小 島 信 夫（（一社）千葉県経営者協会会長） 

小 泉 一 成（成田市長) 

夏 目   誠（成田国際空港㈱代表取締役社長） 

        

監 事 

和 泉 善 久（千葉県商工会連合会会長） 

平   栄 三（千葉県中小企業団体中央会会長） 

   

 

 

  

   

 

 

 

 

議案第３号 
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参与の指名について 

○参与（任期：平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日） 

団体名 職名 氏名 

㈱ちばぎん総合研究所 取締役社長 水野  創 

（公社）千葉県観光物産協会 会 長 飯沼 喜市郎 

（公財）ちば国際コンベンションビューロー 代表理事 赤塚  稔 

 

幹事の指名について 

○幹事（任期：平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日）

団体名 職名 備考 

（一社）千葉県商工会議所連合会 専務理事  

千葉県経済同友会 事務局長  

（一社）千葉県経済協議会 専務理事  

（一社）千葉県経営者協会 専務理事  

千葉県商工会連合会 専務理事  

千葉県中小企業団体中央会 専務理事  

成田国際空港㈱ 常務取締役  

千葉県 空港地域振興課長  

成田市 観光プロモーション課長  

㈱ちばぎん総合研究所 調査部担当部長 
部会長 

[経済活性化部会] 

（公社）千葉県観光物産協会 専務理事 
部会長 

[プロモーション部会] 

（公財）ちば国際コンベンションビューロー 事務局長 
副部会長 

[プロモーション部会] 



 

 

 


